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1962年 にYohlfarth 良Rhodesが遍歴電子系における常磁性か ら強磁性状態への磁場誘起

の相転移 ､即ち遍歴電子 メタ磁性の存在 を予言 して以来､メタ磁性 に関す る多 くの実験及

び理論的な研究が為 されて きた｡最近YaJnada等 は､Co系 ラ丁ベス相化合物 YCo2,ScCo2お

よびLtJC02について､磁場中における電子状態 の計算を行なって磁化曲線 を求め100T近傍

でメ タ磁性転移を起 こす との結果を示 した｡今回､我 々は超強磁場下で初めてCo系 ラーベ

ス相化合物のメタ磁性 を観測 したので報告する｡

115Tにお よぶ超強磁場 は一巻 コイル法 によ り発生 し､ ピックアップコイルを用いて磁化

を直接測定 した｡

図 1に 10Kにおける YCo之 の磁化曲線 を示す｡黒丸は 38Tまでのロングパルスを用いた

測定結果 である｡磁化 は 69Tで急激に増大 し､ 〃秒の時間内にメタ磁性が生 じていること

が分か る｡転移点 での常磁性 および強磁性相 における磁化の値 はそれぞれ0.17LL.,/ Co､

0.44FLも/ Coで磁化の飛びは0.27FL.,/ Coである｡

図 2に8Kに･おけ る LuC02の磁化 曲線 を示 す｡磁化 は YC02 と同様 に 74Tで急激 に増

大 しメ タ磁 性 が生 じて い る こ とがわ か る｡転 移点 にお け る磁 化 の値 は､常磁性 相 で

0.14FLb/ Co､強磁性相で0.46FLB/Coであ り､磁化の飛びは0-.32FL.,/ Coである｡ LuC02の磁

化の値 は常磁性相では YCo之に比べて小 さいが､メタ磁性転移後 YC02 とほぼ同じ値 にな

る｡

ScC02について も磁化測定 を行 なったが､115Tまでメタ磁性 は観測 されなかった｡

これ らの結果は､Yamada等 の計算結果 と比較､議論 された｡
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図 1 YC02の磁化曲線
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図 2 LuCo之の磁化曲禄


